
　腎臓高血圧内科は体液維持を専門とする内科の分野です。体液維持の要となる腎臓を守るため、その疾患
である慢性腎臓病や急性腎障害の治療にあたります。腎臓を侵す全身性疾患である糖尿病、尿酸代謝異常、
膠原病関連疾患にも対応します。また、相対的・絶対的に機能が追い付かなくなった腎臓に替わって体液管
理を代行します。具体的には輸液療法を介した水・電解質・酸塩基平衡管理、血管内容量と細胞外液量の相
対的異常によって引き起こされる血圧異常や溶質を規定する塩である骨の代謝異常に対する薬物治療、更に
腎臓の機能が廃絶した場合はこれを完全に代行する血液透析や腹膜透析などを施行します。体液維持は全身
管理の基本であるため、他臓器の疾患治療に協力する機会が多いことも腎臓高血圧内科の特徴です。

青雲高等学校（長崎県）卒業
平成25年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）透析

助手  小田　　朗

診療科（講座）紹介

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

米国ベイ・ハイスクール／新潟第一高等学
校卒業
昭和62年 新潟大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病
２）血液浄化療法
３）骨粗鬆症
研究分野　
１）尿毒症病態の解析
２）骨ミネラル代謝学主任教授　  　 　

風間順一郎

腎臓・高血圧内科

東京都立町田高等学校卒業
平成13年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学・透析
研究分野
１）慢性腎臓病・腎不全下での心血管合併
　　症の成因

人工透析センター部長（准教授）
田中　健一

福島県立福島高等学校卒業
平成19年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
２）透析学
研究分野
１）虚血再灌流に伴う腎障害

講師  菅野　真理

仙台育英学園秀光中等教育学校（宮城県）
卒業
平成30年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病
趣味：音楽鑑賞、テニス

助手  渡邊　　凱

いわき秀英高等学校（福島県）卒業
平成30年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病

（出向中）佐藤　敦也

水戸葵陵高等学校（茨城県）卒業
平成28年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病

助手  藤原もも子

福島県立白河高等学校卒業
平成29年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓内科
研究分野
１）腎臓病

（出向中）江尻　博紀

福島県立安積高等学校卒業
平成26年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
２）透析学
研究分野
１）骨ミネラル代謝学

助手  岩崎　剛史

福島県立白河高等学校卒業
平成27年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病
趣味：飲酒、ライブ・フェス、テニス、漫

画、ハイビスカス

（出向中）齋藤　浩孝
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後期研修プログラム

大学院・留学について

専門医受験のために必要な技能・手技

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次

2 年 次

　腎臓高血圧内科は細胞外液の量と組成を管理す
る内科です。その要となる腎臓の疾患を治療する
だけでなく、薬物、輸液、血液透析・腹膜透析療
法などの手段を用いることで腎臓に替わって細胞
外液環境を調節します。細胞外液の組成は体外と
の出納だけでなく、もう一つの巨大コンパートメ
ントである細胞内液や塩である骨にも大きく依存
します。また、代謝やこれを司るホルモンのフィ
ードバックも重要です。これら全てを視野に入れ
る腎臓高血圧内科は、臓器内科というよりも、む
しろ体液調節という「システムの内科」と考えた
方がしっくりくるかもしれません。したがってそ
の守備範囲はたいへんに広く、一線病院では総合
内科の即戦力になりますし、高度先進医療の現場
では守りの要として欠かせないポジションになっ
ています。実際に、前任地で私は生体肝移植、新
規抗がん剤治験、脆弱性骨折予防などの多彩なプ
ロジェクトに腎臓内科医の立場で参加してきまし
た。北海道・東北地方は伝統的に腎臓内科医を養
成する基盤が弱く、腎臓内科医が量質ともに不足
しています。この事実は腎疾患の診療レベルを停
滞させるだけでなく、高度先進医療の発展にも暗
い影を差すように危惧されます。腎臓高血圧内科
を学び、この状況を打破することで、福島県の医
療レベルを向上させましょう。

　大学院進学可。テーマは進行性糸球体疾患研究、尿毒症
病態解析、骨ミネラル代謝研究、新規血液浄化デバイスの
開発など。
国内留学：新潟大学腎研究施設
国外留学：米国ヴァンダービルト大学、米国カリフォルニ

ア大学ロサンゼルス校、豪州メルボルン大学な
ど。

　輸液による水・電解質・酸塩基平衡管理、降圧薬の使い
分け、骨粗鬆症治療薬の使い分け、糸球体病理組織診断、
血液透析アクセスの設置と管理、血液透析法、血液濾過
法、血漿交換法、血液吸着法、腹膜透析カテーテルの設置
と管理、腹膜透析法。

　大原綜合病院、福島赤十字病院、福島西部病院、公立藤
田病院、太田西ノ内病院、星総合病院、白河厚生病院、会
津医療センター、竹田綜合病院、坂下厚生病院、有隣病
院、福島労災病院、常磐病院、公立相馬病院など

輸液療法、血圧管理、腎疾患患者の病棟管理。

上記に加え、腎疾患患者・高血圧患者の外来管理、血
液透析療法（アクセス作成・アクセス維持を含む）、
腹膜透析療法（テンコフカテーテル挿入を含む）。

3 年 次 上記に加え、腎生検病理組織診断、代謝性骨疾患の管
理。

4 年 次
総合内科専門医、腎臓専門医、透析専門医、高血圧専
門医の取得。希望によってはアフェレシス専門医、骨
粗鬆症専門医の取得も可能。

静岡県立清水東高等学校卒業
平成30年 名古屋大学卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病

助手  髙野早也香

福島県立橘高等学校卒業
平成30年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）腎臓病学
研究分野
１）腎臓病

（出向中）  髙野　栄亮
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